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１）不登校の傾向について
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不登校児童生徒数の推移
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H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2 R3 R4 R5

小学校 43人 51人 42人 49人 57人 62人 85人 106人 108人 160人 210人

中学校 149人 154人 186人 189人 179人 181人 222人 236人 328人 329人 322人

・小学校はコロナ期以降急増している。
・中学校はコロナ期で急増したが、令和３年度からほぼ横ばい。



不登校児童生徒出現率の比較(全国：県：市）
▍不登校児童生徒出現率

・前年度と比べると、小・中ともに全国平均よりも高いが、県平均 よりも下回った。（中
学校が県平均を下回るのは15年ぶり）
・過去10年の推移：コロナ禍以降、小学校は急増。
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継続/新規の内訳

① 学年が上がるにつれ不登校児童生徒数は増える（中３以外）
→ 一度不登校に陥ると復帰が難しい。

② 中１での新規不登校生徒数が急増。
→ 丁寧な小中接続を。

③ 小１から一定数の不登校は現れる。
→ 丁寧な幼保こ小の接続を。
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「つながり」が確認できない児童生徒数の比較（文科省調査）
▍学校内外の機関等で専門的な相談・指導等を受けていない児童生徒数

・学校内外の専門的な指導を受けていない児童生徒のうち、大半の者は担任等か
らの定期的（週に１回程度）の指導を受けているが、その両方の支援が届いていな
い者もいる。
・小・中ともに、学校内外とのつながりがない児童生徒の割合が全国値よりも高い。
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【中学校】学校内外とのつながり

学校内外で専門的指導を受けた
担任等から定期的な指導を受けた
どちらも受けていない



⑵ 磐田市の不登校施策について
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・教育支援センター
の利用
・授業動画の配信
・保護者支援
・他機関や民間支援
団体との連携

休み始め時期 初期 休養前期 休養後期 回復期 復帰期

高

低

心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

登校できるライン

外出できるライン

①

②

③

④

不登校児童生徒への支援方法

・校内教育相談センタ
ーの利用
・相談体制の整備
・SC/SSW等専門家（
機関）との連携

・教育支援センター
の利用
・授業動画の配信
・保護者支援
・他機関や民間支援
団体との連携

①

・登校渋りがある
・朝起きづらい
・身体症状を訴える
・友だちとの付き合いが
減る

・訪問支援の
利用
・メタバース
空間の提供
・専門家の支
援

②

・部屋に閉じこもる
・家族との関わりが減る
・家族への暴言、幼児返りがある
・昼夜逆転等、生活の乱れがある
・家庭訪問しても会えない
・自殺願望や自傷行為が見られる

・校内教育相談センタ
ーの利用
・相談体制の整備
・SC/SSW等専門家（
機関）との連携

④

・生活のリズムが整う
・保健室や教育支援セン
ターを利用できる

・友だちと遊んだり学習を
進めたりできる

③

・家の中で落ち着いてくる
・家族と出かけることができる
・趣味や遊びに興味がわく
・生活リズムが整ってくる
・運動や家事ができる
・家庭訪問で会って話ができる

参考 『NPOカタリバがみんなと作った 不登校ー親子のための教科書』 著：今村久美

支援例

表れ
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⇒すべての児童生徒にとって、学校を安心できる居場所にする

・魅力ある学校づくりの推進

→分かりやすい授業・探究的な学びの推進

→子どもの意見を尊重した学校運営の推進

・生活アンケートを通じた学校の風土の調査及び改善

・ピアサポート等、ＳＳＴプログラムの紹介・実施

・不登校対策リーフレットの改訂および周知の徹底

施策１ 安心・安全な学校づくりの推進
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⇒校内における学びの場及び居場所の確保

〇既設の心の教室の運営方針の検討 →磐田市版校内教育支援センター

・全中学校と４小学校（磐田北、東部、福田、竜洋西）に配置

・配置時間を週２０時間（４H×５D）に増加

〇未設置校への支援方法の検討

・R6年度は磐田南小及び長野小にて「拠点/巡回方式」を検証中

施策２ 校内教育支援センターの拡充
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11
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磐田市版校内教育支援センターの運営方針（案）抜粋

⑴ 安全かつ安心できる居場所づくり

⑵ 個々の状況を踏まえた成長の場づくり

⑶ 新たな学びの在り方を共有する場づくり
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⇒校外における多様な学びの場及び居場所の提供

・あすなろ１、あすなろ２の機能強化

・R６年夏より第３の教育支援センター（公設民営フリースクール型）の

運営を開始

・他の公的機関や民間団体との連携の強化

施策３ 校外教育支援センターの拡充

【第３の教育支援センター】
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磐田市教育支援センターの特色について
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⇒心の小さなSOSを見逃さず、
「チーム学校」で支援する体制の整備

・web相談窓口等の整備及び検証

・心の健康観察アプリの検証計画

施策４ タブレットを用いた相談・発見体制の整備

Web相談窓口等の成果例 回答校数

児童生徒の声に早く気付くことができた 22

当該児童生徒を意識的に見守るきっかけになった 16

いじめを早期発見できた 15

SCやSSWにつなげることができた 3
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⇒アウトリーチ型を含む保護者支援体制の整備

・官民の支援体制を整理したリーフレットの一斉配信（情報提供）

・こども若者家庭センターとの相談体制を強化

・専門機関（SC,SSW等）との連携

施策５ 保護者支援の拡充
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⇒多様な学習機会の提供

施策６ タブレットを用いた学習支援体制の確立

・メタバース空間での支援の研究・希望に応じた授業の配信
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① 「どこともつながりのない子」をゼロに！

☆ 今後の課題

・他機関や民間団体との連携の強化

・校内教育支援センターの設置促進

② すべての子にとって魅力ある学校へ！

・分かりやすい授業/探究的な学びの推進

・学校の風土の調査・改善
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